
令和７年度公共用水域等水質調査業務委託契約書（案） 

 

１ 委託業務の名称   令和７年度公共用水域等水質調査業務委託 

２ 業 務 委 託 料   金          円 

       （うち取引に係る消費税及び地方消費税の額  金         円） 

３ 履 行 期 間   令和７年４月１日から令和８年３月 31 日まで   

４ 契 約 保 証 金    

 

 上記の委託業務について、委託者「福島県」を甲とし、受託者「        」を乙と

して、次の条項の定めるところにより契約を締結する。 

 

（委託業務の仕様等） 

第１条 乙は、別紙仕様書に基づき、頭書の業務委託料をもって頭書の履行期限までに、頭書

の委託業務を履行しなければならない。 

２ 前項の仕様書に明示されていない事項については、甲と乙とが協議して定めるものとする。

軽微なものについては、甲の指示に従うものとする。 

 

（主任技術者の通知及び年間計画書の提出） 

第２条 乙は、委託業務履行について、技術上の管理をつかさどる主任技術者を定め、この契

約締結の日から７日以内に書面で甲に通知するものとする。 

２ 乙は、この契約締結の日から７日以内に、採水実施に係る年間計画書（任意様式）及び着

手届（任意様式）を甲に提出するものとする。 

 

（契約書作成の費用） 

第３条 この契約書及びこの契約を履行するために必要な書類等の作成に要する費用は、

乙の負担とする。 

 

（権利義務の譲渡等） 

第４条 乙は、この契約によって生じる権利又は委託義務を第三者に譲渡し、又は承継させて

はならない。ただし、書面により甲の了解を得たときは、この限りではない。 

 

（再委託の禁止） 

第５条 乙は、委託業務の処理を自ら行うものとし、他の者にその処理を委託することができ

ない。ただし、業務の一部を第三者に委託し、又は請け負わせることについて、事前に甲の

了解を受けた場合はこの限りではない。 

 

（目的外使用の禁止） 

第６条 乙は、調査結果の報告書（以下「報告書」という。）及び業務を行う上で得られた記

録等を他の用途に使用してはならない。契約終了後もまた同様とする。 



 

（資料等の提供及び返還） 

第７条 甲は、乙に対し委託業務の履行に必要な資料、情報等（以下「資料等」という。）を

無償で貸与、開示等を行い、提供するものとする。 

２ 乙は、委託業務の履行上不要となった資料等があるときには、これを遅延なく甲に返還す

る。 

 

（資料等の管理） 

第８条 乙は、甲から提供を受けた資料等を善良な管理者の注意義務をもって管理する。 

２ 乙は、甲から提供を受けた資料等を甲の事前の書面による承認を得ず、複写若しくは複製

をしてはならない。 

 

（秘密の保持） 

第９条 乙は、委託業務の処理上知り得た秘密を、本契約期間はもとより、本契約終了後も第

三者に対して開示、漏洩してはならない。 

 

（報告及び指示） 

第 10 条 甲は、必要と認めるときは、乙に対し、委託業務の実施状況についての報告を

求め、又は指示することができるものとする。 

 

（検査及び引渡し） 

第 11 条 乙は、各月の委託業務完了後は、遅延なく甲に対して報告書を提出しなければならな

い。 

２ 甲は、前項の報告書を受理したときは、その日から 10 日以内に業務完了の検査を行わなけ

ればならない。 

３ 前項の検査の結果不合格になり、報告書について補正を命じられた場合は、乙は速やかに

当該補正を行い、再検査を受けなければならない。この場合、甲は報告書の提出期限を改め

て指定し、また、再検査の期日については、前項の規定を準用する。 

４ 前項において発生する経費は、すべて乙の負担とする。 

５ 履行期間すべての報告書が検査に合格した日をもって、委託業務の終了とする。 

６ 検査期間内に検査合格の通知がない場合において、甲から書面による異議の申し出がない

ときは、検査は合格したものとみなす。 

７ 乙は、検査の結果合格した報告書をすべて甲に引き渡すものとする。また、前項の規定に

より、検査に合格したとみなす報告書についても同様とする。 

 

（所有権の移転時期） 

第 12 条 報告書の所有権は、前条の検査に合格したとき、甲に移転するものとする。 

 

 



（委託料の支払い） 

第 13 条 委託料の支払いは、第 11 条の規定による検査に合格したときは、適法な請求書によ

り、甲に対して、業務委託料を四半期毎に均等に区分した額を四半期毎に請求することがで

きる。 

２ 甲は、前項の規定による支払い請求があったときは、請求書を受理した日から起算して 30

日以内に乙に支払うものとする。 

 

（契約内容の変更等） 

第 14 条 甲は、必要があるときは、この契約の内容を変更し、又は一時中止させることができ

る。この場合において業務委託費又は履行期限を変更する必要があるときは、甲乙が協議し

て書面によりこれを定めるものとする。 

２ 前項の場合において、乙が損害を受けたときは、乙は甲に対し損害の賠償を請求すること

ができる。この場合の損害の賠償額は甲乙が協議して定める。 

３ 消費税法等の改正等により消費税率に変動が生じた場合は、相当額を加減した額を契約金

額に変更する。 

 

（履行遅滞の場合における違約金） 

第 15 条 乙の責に帰する事由により、履行期限までに委託業務を完了することができないとき

は、甲は違約金を付するものとする。 

２ 前項の違約金は、業務委託料に対して、延長日数に応じ年 2.5 パーセントの割合で計算し

た額（当該額に 100 円未満の端数があるとき、又はその金額が 100 円未満であるときは、そ

の端数全額を切り捨てる。）とする。 

 

（乙の請求における履行期限の延長） 

第 16 条 次のいずれかに該当する場合は、乙は甲に対し、履行期限の変更を求めることができ

る。 

（１）甲による資料等の提供のけ怠、遅延、誤り等によって、乙の委託業務の履行に対して支

障が生じるとき。 

（２）天災その他不可抗力等、乙の責に帰することができない事由により、履行期限までに成

果品を納入することが困難になるとき。 

２ 前項の場合の延長日数は、甲乙協議のうえ定める。 

 

（事情変更による契約内容の変更） 

第 17 条 契約締結後において、天災事情その他不測の事故又は経済情勢の激変により、契約内

容が著しく不適当と認められるに至ったときは、甲又は乙は、その実情に応じ相手方と協議

のうえ、契約金額、履行期限その他契約の内容を変更することができる。 

 

（協議解除） 

第 18 条 甲は、必要あるときは、乙と協議のうえ、この契約を解除することができる。 



（甲の解除権） 

第 19 条 甲は、乙が次のいずれかに該当するときは、契約を解除することができる。 

（１）着手期日を過ぎても、正当な理由なく委託業務に着手しないとき。 

（２）委託期間内に委託業務を完了しないとき、又は委託業務を完了する見込みがないと明ら

かに認められるとき。 

（３）第５条又は第９条の規定に違反したとき。 

（４）乙又はその代理人若しくは使用人等に不正の行為があったとき。 

（５）暴力団（暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第 77 号）第２

条第２号に規定する暴力団をいう。以下この条において同じ。）又は暴力団員（暴力団員

による不当な行為の防止等に関する法律第２条第６号に規定する暴力団員をいう。以下こ

の条において同じ。）が経営に実質的に関与していると認められる者若しくは社会的非難

関係者(福島県暴力団排除条例施行規則（平成 23 年福島県公安委員会規則第５号)第４条各

号に該当する者）に契約代金債権を譲渡したとき。 

（６）受注者が次のいずれかに該当するとき。 

  イ 役員等（受注者が個人である場合にはその者その他経営に実質的に関与している者を、

受注者が法人である場合にはその役員、その支店又は常時契約を締結する事務所の代表

者その他経営に実質的に関与している者をいう。以下この号において同じ。）が、暴力

団又は暴力団員であると認められるとき。 

  ロ 役員等が、自己、自社若しくは第三者の不正の利益を図る目的又は第三者に損害を加

える目的をもって、暴力団又は暴力団員を利用するなどしていると認められるとき。 

  ハ 役員等が、暴力団又は暴力団員に対して資金等を供給し、又は便宜を供与するなど直

接的あるいは積極的に暴力団の維持、運営に協力し、若しくは関与していると認められ

るとき。 

  二 役員等が、暴力団又は暴力団員であることを知りながらこれを不当に利用するなどし

ていると認められるとき。 

ホ 役員等が、暴力団又は暴力団員と社会的に非難されるべき関係を有していると認めら

れるとき。 

  へ 再委託契約その他の契約に当たり、その相手方がイからホまでのいずれかに該当する

ことを知りながら、当該者と契約を締結したと認められるとき。 

  ト 受注者が、イからホまでのいずれかに該当する者を再委託契約その他の契約の相手方

としていた場合（ヘに該当する場合を除く。）に、発注者が受注者に対して当該契約 

（７）前各号に定めるもののほか、この契約に違反し、その違反によって契約の目的を達成す

ることができないと認めるとき。解除を求め、受注者がこれに従わなかったとき。 

 

（契約が解除された場合等の違約金） 

第20条 次の各号のいずれかに該当する場合においては、乙は違約金として契約金額又は契約

解除部分相当額の10分の１を甲に納付しなければならない。 

又、契約解除により甲に損害を及ぼしたときは、甲が算定する損害額を乙は甲に納付しな

ければならない。ただし、天災地変、不可抗力等乙の責めに帰すことのできない事由による

解除の場合は、この限りではない。 

（１）前条の規定によりこの契約の全部又は一部が解除された場合 

（２）乙がその債務の履行を拒否し、又は、乙の債務について履行不能となった場合 



２ 次の各号に掲げる者がこの契約を解除した場合は、前項第二号に該当する場合と見なす。 

（１）乙について破産手続開始の決定があった場合において、破産法（平成 16 年法律第 75 号）

の規定により選任された破産管財人 

（２）乙について更生手続開始の決定があった場合において、会社更生法（平成 14 年法律第

154 号）の規定により選任された管財人 

（３）乙について再生手続開始の決定があった場合において、民事再生法（平成 11 年法律第

225 号）の規定により選任された再生債務者等 

 

（乙の解除権） 

第 21 条 乙は、次のいずれかに該当する場合は、この契約を解除することができる。 

（１）第 14 条第１項の規定により、甲が報告書の納入を中止させた場合又は中止させようとす

る場合において、その中止期間が３か月以上に及ぶとき。又は契約期間の２分の１以上に

及ぶとき。 

（２）第 14 条第１項の規定により、甲が契約内容を変更しようとする場合において、契約金額

が３分の２以上減少するとき。 

（３）甲が契約に違反し、その違反により報告書の納入が不可能になったとき。 

２ 乙は、前項の規定により契約を解除した場合において、損害があるときは、その損害の賠

償を甲に請求することができる。 

 

（契約解除の場合における既納物件の取扱い） 

第 22 条 第 18 条、第 19 条及び第 21 条の規定により契約が解除された場合において、報告書

の履行部分があるときは、甲は、当該履行部分を検査のうえ、相当と認める金額を支払い、

その引き渡しを受けることができる。 

 

（契約解除の場合における資料等の返還） 

第 23 条 第 18 条、第 19 条及び第 21 条の規定により契約が解除された場合は、乙は委託業務

の履行に用いたすべての支給用品、資料等を速やかに甲に返還しなければならない。 

 

（一般的損害） 

第 24 条 報告書の引き渡し前に生じた報告書、資料等及び処理過程で発生した発生品について

の損害は、甲の責に帰すべき場合を除き、乙の負担とする。 

 

（第三者に及ぼした損害） 

第 25 条 この契約の履行に関して、第三者に対して損害を及ぼした場合は乙がその賠償を負担

するものとする。ただし、その損害の発生が甲の責に帰する事由による場合においては、甲

乙の協議のうえ定める。 

 

 

 



（談合による損害賠償） 

第 26 条 甲は、乙が次の各号のいずれかに該当するときは、第 19 条に規定する契約の解除を

するか否かを問わず、賠償金として、契約金額の 10 分の２に相当する額を請求し、乙はこれ

を納付しなければならない。ただし、第１号又は第２号のうち命令の対象となる行為が私的

独占の禁止及び公正取引の確保に関する法律（昭和 22 年法律第 54 号。以下「独占禁止法」

という。）第２条第９項の規定に基づく不公正な取引方法（昭和 57 年公正取引委員会告示第

15 号）第６項で規定する不当廉売に当たる場合その他甲が特に認める場合はこの限りでない。 

（１）公正取引委員会が、乙に違反行為があったとして、独占禁止法第 49 条の規定による排

除措置命令を行い、当該排除措置命令が確定したとき。 

（２）公正取引委員会が、乙に違反行為があったとして、独占禁止法第 62 条第１項の規定に

よる課徴金の納付命令を行い、当該納付命令が確定したとき。 

（３）乙（乙が法人の場合にあっては、その役員又はその使用人）に対し、刑法（明治 40

年法律第 45 号）第 96 条の６の規定による刑が確定したとき。 

２ 前項の規定は、この契約の履行が完了した後においても適用するものとする。なお、甲が

受けた損害額が前項の規定により計算した賠償金の額を超える場合において、甲は、その超

過分に対して賠償を請求することができるものとし、乙はこれに応じなければならない。 

 

（契約不適合責任） 

第 27 条 委託業務の終了後、成果品の欠陥又は確定された仕様との不一致が発見された場合は、

甲は乙に対し、相当の期間を定めて無償でその修補を請求し、又は修補とともに損害賠償を

請求することができる。ただし、契約の内容に適合しないもの（以下「契約不適合」という。）」

が重要でなく、かつ、その修補に過分の費用を要するときは、甲は修補を請求することがで

きない。 

２ 甲が前項の規定による契約不適合の修補又は損害賠償の請求を行うことができる期間は、

第 11 条第５項及び第６項の規定による委託業務の終了日から起算して１年間とする。 

 

（違約金等の徴収） 

第 28 条 乙がこの契約に基づく違約金又は賠償金を甲の指定する期間内に支払わないときは、

甲は、その支払わない額に甲の指定する期間を経過した日から委託費支払日まで年 2.5 パー

セントの割合で計算した利息を付した額（当該額に 100 円未満の端数があるとき、又はその

金額が 100 円未満であるときは、その端数全額を切り捨てる。）と、甲の支払うべき委託費

と相殺し、なお不足があるときは追徴する。 

２ 前項の規定により追徴する場合には、甲は、乙から遅延日数につき年 2.5 パーセントの割

合で計算した額（当該額に 100 円未満の端数があるとき、又はその金額が 100 円未満である

ときは、その端数全額を切り捨てる。）の延滞金を徴収する。 

 

（個人情報の保護等） 

第 29 条 乙は、この契約による業務を行うため個人情報を取り扱うに当たっては、別記

「個人情報取扱特記事項」を遵守しなければならない。 



（協議事項） 

第 30 条 この契約書に定めのない事項、又はこの契約の条項について疑義が生じた場合には、

必要に応じて甲乙が協議し、これを定めるものとする。 

 

（紛争の解決方法） 

第 31 条 前条の規定による協議が整わない場合、この契約に関する一切の紛争に関しては、甲

の所在地を管轄とする裁判所を管轄裁判所とする。 

 

 

この契約の証として本書２通を作り、当事者記名押印のうえ、各自１通を保有する。 

 

 令和７年 月 日 

 

                        甲 住  所 福島市杉妻町２番 16 号 

                            氏  名  福 島 県 

                            代表者 福島県知事 内堀 雅雄 

 

 

                        乙 住  所  

                            氏  名   
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別記 
個人情報取扱特記事項 

  （基本的事項） 
 第１ 乙は、この契約による業務（以下「業務」という。）を行うに当たっては、個

人の権利利益を侵害することのないよう個人情報を適正に取り扱わなければならな

い。 
   （秘密の保持） 
 第２ 乙は、業務に関して知り得た個人情報をみだりに他人に知らせ、又は不当な目

的に使用してはならない。なお、この契約が終了した後においても、同様とする。 
 ２ 乙は、業務に従事している者に対し、当該業務に関して知り得た個人情報をその

在職中及び退職後においてみだりに他人に知らせ、又は不当な目的に使用してはな

らないことなど個人情報の保護に関して必要な事項を周知させるものとする。 
  （収集の制限） 
 第３ 乙は、業務を行うために個人情報を収集するときは、当該業務の目的を達成す

るために必要な範囲内で、適法かつ公正な手段により収集しなければならない。 
   （目的外利用・提供の禁止） 
 第４ 乙は、甲の指示又は承諾があるときを除き、業務に関して知り得た個人情報を

契約の目的以外に利用し、又は第三者に提供してはならない。 
  （安全管理措置） 
 第５ 乙は、甲より個人情報の取扱いの委託を受けた場合、行政機関等と同様の安全

管理措置を講ずる必要があることから、業務に関して知り得た個人情報の漏えい、

滅失及び毀損の防止その他の個人情報の適切な管理のために、個人情報の保護に関

する法律（平成 15 年法律第 57 号）及び「個人情報の保護に関する法律についての

ガイドライン（行政機関等編）」に基づき必要かつ適切な措置を講じなければなら

ない。 
   （複写・複製の禁止） 
 第６ 乙は、甲の承諾があるときを除き、業務を行うために甲から引き渡された個人

情報が記録された資料等を複写し、又は複製してはならない。  
  （作業場所の指定等） 
 第７ 乙は、業務のうち個人情報を取り扱う部分（以下「個人情報取扱事務」という。）

について、甲の指定する場所で行わなければならない。 
 ２ 乙は、甲の指示又は承諾があるときを除き、前項の場所から業務に関し取り扱う

個人情報が記録された資料等を持ち出してはならない。 
  （資料等の返還等） 
 第８ 乙は、業務を行うために甲から提供を受け、又は自らが収集した個人情報が記

録された資料等をこの契約の終了後直ちに甲に返還し、若しくは引き渡し、又は消

去し、若しくは廃棄しなければならない。ただし、甲が別に指示したときは、この

限りでない。 
 ２ 乙は、前項の規定により電子記録媒体に記録された個人情報を消去又は廃棄する

場合は、当該個人情報が復元できないように確実に消去又は廃棄しなければならな

い。 
 ３ 乙は、第１項の規定により個人情報を消去又は廃棄した場合は、当該個人情報の

消去又は廃棄を行った日時、担当者名及び方法を記載した報告書を甲に提出し、確
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認を受けなければならない。 
   （事故発生時における報告等） 
 第９ 乙は、個人情報の漏えい、滅失、毀損その他の事態及びこの契約に違反する事

態が生じ、又は生ずるおそれがあることを知ったときは、速やかに甲に報告しなけ

ればならない。 
 ２ 乙は、前項により報告を行う場合には、併せて被害の拡大防止等の必要な措置を

講じるとともに、情報漏えい等に係る対応について甲の指示に従うものとする。 
  （調査監督等） 
 第 10  甲は、乙における契約内容の遵守状況等について実地に調査し、又は乙に対し

て必要な報告を求めるなど、乙の個人情報の管理について必要な監督を行うことが

できる。 
 ２ 乙は、前項における報告について、甲が定期的な報告を求める場合にはこれに応

じなければならない。 
  （指示） 
 第 11 甲は、乙が業務に関し取り扱う個人情報の適切な管理を確保するために必要な

指示を行うことができる。 
  （再委託の禁止） 
 第 12 乙は、甲の承諾があるときを除き、個人情報取扱事務を第三者（再委託先が子

会社（会社法（平成 17 年法律第 86 号）第２条第１項第３号に規定する子会社をい

う。）である場合を含む。以下次項において同じ。）に委託してはならない。 
 ２ 乙は、甲の承諾に基づき個人情報取扱事務を第三者に委託するときは、この契約

により乙が負う個人情報の取扱いに関する義務を再委託先にも遵守させなければな

らない。 
  （労働者派遣契約） 
 第 13 乙は、保有個人情報の取扱いに係る業務を派遣労働者によって行わせる場合に

は、労働者派遣契約書に秘密保持義務等個人情報の取扱いに関する事項を明記しな

ければならない。 
  （損害賠償） 
 第 14 乙又は乙の従事者（乙の再委託先及び乙の再委託先の従事者を含む。）の責め

に帰すべき事由により、業務に関する個人情報の漏えい、不正利用、その他の事故

が発生した場合、乙はこれにより第三者に生じた損害を賠償しなければならない。 
 ２ 前項の場合において、甲が乙に代わって第三者の損害を賠償した場合には、乙は

遅滞なく甲の求償に応じなければならない。 
  （契約解除） 
 第 15 業務に関する個人情報について、乙による取扱いが著しく不適切であると甲が

認めたときは、甲はこの契約の全部又は一部を解除することができる。この場合の

違約金は契約書本文の定めるところによる。 
 



令和７年度公共用水域等水質調査業務委託仕様書 

 
１ 目的 

  本調査は、水質汚濁防止法第16条の規定による公共用水域の水質測定計画等に基づく福島

県内の公共用水域（河川、沼、海域）の水質状況の監視、並びに、水浴場水質調査のうち水

質測定の業務を行うものである。 

 

２ 公共用水域の水質状況の監視 

(1) 調査期間 

   令和７年４月１日から令和８年３月31日まで 

(2) 調査地点 

調査地点は、仕様書別紙１及び仕様書別紙２に示す河川68地点、湖沼28地点及び海域14

地点とする。 

なお、仕様書別紙１及び仕様書別紙２に示す猪苗代湖の調査時には、福島県環境創造セ

ンターが別途実施する調査（年８回）の採水及びデータロガーの設置並びに回収に協力す

ること。 

(3) 調査項目 

調査地点別の調査項目内訳及び年間測定総検体数は仕様書別紙１及び別紙２のと

おりとする。ただし、次のような場合、再調査等により検体数が増加する場合があ

る。なお、再調査等により検体数が増加しても業務委託料は変更しないこととす

る。 

ア 異常値の検出による再調査 

イ 総水銀検出時のアルキル水銀測定 

ウ クロスチェックの結果が評価基準に該当しなかった場合の再調査 

(4) 調査時期 

各調査地点の調査時期は、仕様書別紙１及び仕様書別紙２により、次のとおりとする。 

ア 受託者は、採水実施に係る年間計画書及び月毎の調査地点、調査項目の一覧表（以下

「チェック表」という。）を調査開始前に水・大気環境課に提出し、その承認を受ける

ものとする。 

ただし、予定日に気象条件等により採水できない場合には、新たな調査日を協議して

定めるものとする。 

イ 採水は、晴天が続き水質状態が安定（目安として、透視度が20cm以上あるとき等。）

している日に行う。なお、判断が困難な場合は水・大気環境課と協議し、指示を受ける

ものとする。 

ウ 感潮河川については、原則順流時に採水を実施する。 

エ 採水にあたって、管理者の許可が必要な箇所については、受託者においてその許可を

受けるものとする。 

オ 採水時に、異様な濁りや臭気又は魚類のへい死等、異常な事態を発見した場合は、そ



の水域を管轄する地方振興局に直ちに通報するとともに、採水の実施について指示を受

ける。また、その結果を水・大気環境課に報告する。 

(5) 採水位置 

原則として、次のとおりとする。 

ア 河川 

採水位置は流心部とし、表面から全水深のおおむね20%の位置で採水する。 

イ 湖沼 

表層（水面下0.5mの位置）及び水面下10mの位置の２層を採水する。 

ただし、猪苗代湖については、4層（表層、10m、20m、50m）、尾瀬沼については、3

層（表層、3m、6m）で採水し、檜原湖（湖北部、湖南部）、小野川湖（湖心、湖東部、

湖西部）、秋元湖（湖東部、湖西部）、曽原湖、雄国沼及び磐梯五色沼湖沼群毘沙門沼

については、表層のみ採水する。 

また、大腸菌数、クロロフィルaについては、表層のみから採水する。 

底層溶存酸素量については、湖底直上、ただし底泥の巻き上げや地形の影響等のため

これにより難い場合には、湖底から１ｍ以内の底層とする。 

ウ 海域 

表層（海面下0.5mの位置）及び海面下10mの位置から採水する。 

ただし、松川浦海域のすべての地点については、表層のみから採水する。 

 また、大腸菌数、ノルマルヘキサン抽出物質及びクロロフィルaについては、表層の

みから採水する。 

 底層溶存酸素量については、海底直上、ただし底泥の巻き上げや地形の影響等のため

これにより難い場合には、海底から１ｍ以内の底層とする。 

なお、調査結果の報告は次のとおりとする。 

・ 相馬港及び相馬地先海域（相馬港南防波堤屈曲部西約200m付近）については、表層

の測定結果及び海面下10mの位置の調査結果 

・ 松川浦海域のすべての地点については、表層のみの調査結果 

・ その他の地点については、表層の調査結果（大腸菌数、ノルマルヘキサン抽出物質

及びクロロフィルaのみ）並びに表層及び海面下10mから採水した検体を等量混合した

調査結果 

(6) 採水方法及び採水量等 

ア あらかじめ調査項目に適した採水器具、採水ビンを用意し、汚染がないように採

水する。具体的な採水方法や各種調査方法等については、日本産業規格（以下

「JIS」という。）K0094、K0101、K0102及びK0125を参照する。 

なお、「PFOS及びPFOA」の分析用検体については、メタノール（日本工業規格

K8891に定めるもの）で洗浄した採水器具（2Ｌポリ瓶×2本、ステンレス製ひしゃく

×1、ステンレス製漏斗×1）を使用し、採水終了までサニメント手袋等フッ素樹脂

を含む恐れがない手袋を着用し、2Lポリ瓶×2本を共洗いせずに満水にして密栓する

こと。 



また、フッ素樹脂を含む恐れのあるもの（フッ素樹脂製品、撥水コートされた衣

服、柔軟剤を使用して洗濯した衣類等）が検体と接触しないよう十分留意するこ

と。 

イ 各調査地点における調査項目及び再測定に必要な量を採水する。 

ウ 測定は採水後、速やかに行うものとし、ただちに測定できない場合は、JIS K0102の

保存方法に従って保存し、できるだけ速やかに測定する。 

ただし、水素イオン濃度(pH)、溶存酸素量(DO)、生物化学的酸素要求量

(BOD)、化学的酸素要求量(COD)、浮遊物質量(SS)、大腸菌数及び揮発性有機化合

物については、原則当日測定を実施する。また、全シアン(CN)の前処理について

は、原則当日に実施する。 

エ プランクトンについては、閉鎖ネット（網目Nxx25）を使い、速さ0.5～1.0 

m/s程度で水深５mの層から垂直に表層までを採取する。 

ただし、水深が５m未満である場合は、湖底泥を巻き上げないよう採取する。 

オ 採水時は、各調査地点における次の項目も調査し、報告する。 

調査年月日、採水時刻、当日及び前日の天候、気温、水温、流量（河川のみ）、採水

位置、採水水深、透視度（湖沼、海域の場合は透明度）、色相（湖沼、海域の場合は水

色）、臭気、DOの飽和率、干潮・満潮時刻（河川における感潮域に属する地点及び松川

浦海域のみ）、水位（猪苗代湖（湖心のみ）、檜原湖（湖心のみ）、小野川湖（湖心の

み）、秋元湖（湖心のみ）、曽原湖、雄国沼、磐梯五色沼湖沼群、羽鳥湖、沼沢湖及び

千五沢ダム貯水池）及び全水深（尾瀬沼、奥只見貯水池、沼沢湖、猪苗代湖、檜原湖、

小野川湖、秋元湖、曽原湖、雄国沼、磐梯五色沼湖沼群、羽鳥湖及び千五沢ダム貯水

池） 

(7) 検体の搬送方法 

・試料は氷又は蓄冷材を用い、クーラーボックス等に入れ、適切な温度管理をすること。

（ドライアイスはその気化ガスが試料に溶解し、pH等に変化を与えるため使用しな

い。） 

・試料は保存処理の有無によらず、採取後、速やかに運搬し、分析を行う。 

・運搬中、試料容器が破損しないよう、運搬容器（クーラーボックス等）にクッション剤

等を入れる。 

・運搬中に、試料が汚染されないように十分注意する。 

(8) 試料の受渡し方法等（PFOS及びPFOA） 

・「PFOS及びPFOA」に係る検体は、福島県環境創造センター（〒963-7700 福島県田村郡

三春町深作10番2号）で分析するため、受託者は、当該検体については福島県環境創造

センターに採水後速やかに直接持ち込むか宅配便にて発送する。 

・「PFOS及びPFOA」の分析用検体に係る採水容器については、地点名及び採水日時を明記

したラベル等を付すこと。 

・「PFOS及びPFOA」の分析用検体の採取や運搬にあたって必要な消耗品、機材等について

も受託者が準備することとし、福島県環境創造センターへの運搬に係る費用についても



受託者の負担とする。 

(9) 測定方法及び報告下限値等 

測定方法及び報告下限値等は仕様書別紙４のとおりとする。 

また、複数の測定方法がある項目については、あらかじめ水・大気環境課と協議

した方法で実施し、測定方法に関する標準作業手順書については、水・大気環境課

の求めに応じて提出できるようにしておく。 

なお、プランクトンの分類体系は、次に示す図書を基本とし、明らかに種名が決

定できるもの以外は、上位の分類群までにとどめる。 

・日本淡水産動植物プランクトン図鑑(田中正明著1名古屋大学出版社12002年) 

・日本淡水動物プランクトン検索図説(東海大学出版社12000年) 

・やさしい日本の淡水プランクトン1図解ハンドブック(一瀬諭著1合同出版12005年) 

(10) 調査結果の報告 

ア 各月の結果については、仕様書別紙５に定めるデータの打ち出し帳票（以下「帳票」

という。）及び電子データにより、調査月の翌月25日までに水・大気環境課に報告す

る。 

ただし、３月分の調査結果については、同月の末日までに水・大気環境課に報告す

る。 

なお、帳票に各調査地点の環境基準値等を記載し、測定値が環境基準値等を超過して

いる場合は、赤字で示すこと。 

また、電子データは、あらかじめ水・大気環境課が提供するファイルに、各月の結果

を入力し、CD-Rに圧縮せず記録したものを提出する。入力方法については、別に定める

「公共用水域データ入力支援ツールに係る操作マニュアル」を参照し、作成するものと

し、データ入力においては、検証入力を行うとともに、目視により帳票との比較照合検

査を行うこと。 

イ 各水域の管轄地方振興局に対しても、各月の結果を帳票及び電子データにより、調査

月の翌月25日までに報告する。 

ただし、３月分の調査結果については、同月の末日までに管轄地方振興局に報告す

る。 

ウ 猪苗代湖湖心におけるpH、COD及び大腸菌数の結果（pH、CODについては全層、大腸菌

数については表層のみ）については、測定後速やかに、水・大気環境課に報告する。 

(11) その他 

ア 尾瀬沼の調査地点については、水・大気環境課が準備するボートを使用することがで

きる。 

イ 尾瀬沼の採水は、以下のとおりとする。 

(ｱ) 採水日は、各調査月の第２週のいずれかの日とする。 

(ｲ) 採水における宿泊地等は、受託者が予約等行う。 

(ｳ) ボートについては、船舶免許を所有している者には動力を貸し出すことが可能であ

る。 



(ｴ) 県が所有し、尾瀬沼ボート小屋等に保持する機材（透視度計、流速計、バンドーン

採水器、救命胴衣等）を使用することができる。 

(ｵ) その他採水等に関して、必要事項はその都度協議を行う。 

 

３ 水浴場水質調査 

(1) 調査地点 

調査地点は仕様書別紙３に示す水浴場11地点とする。 

(2) 調査項目 

   調査項目及び各項目別検体数は、下記ア、イのとおりとする。ただし、下記ウのような

場合、再調査等により検体数が増加する場合がある。なお、再調査により検体数が増加し

ても業務委託料は変更しないこととする。 

ア 調査項目：pH、COD、ふん便性大腸菌群数、大腸菌数※（一部の地点のみ） 

※測定方法の変更に伴う事前調査のため 

イ 各項目別検体数：仕様書別紙３のとおり 

ウ 再調査 

(ｱ) 異常値の検出による再調査 

(ｲ) クロスチェックが評価基準に該当しなかった場合の再調査 

(3) 測定方法及び報告下限値等 

   測定方法及び報告下限値等は仕様書別紙４及び仕様書別紙６のとおりとする。 

(4) 調査時期 

   水・大気環境課より別途通知するが、おおむね以下のとおりとする。 

ただし、天候不順等の理由により、ア及びイの期間内で調査できない場合には、新たな 

調査日を決定し通知するものとする。 

ア 開設前調査：４月から５月の間の２日 

イ 開設中調査：７月から８月の間の２日 

(5) 試料の受渡し方法等 

  ア 受託者は、検体数及び予備の数（１以上）の採水容器及び貼付用ラベルを準備し、管

轄地方振興局にあらかじめ送付する。 

  イ 採水は、管轄地方振興局が実施する。 

  ウ 試料及び現場野帳は、採水日ごとに管轄地方振興局が指定する日時及び場所において

受託者に引渡す。 

(6) 調査結果の報告 

調査結果については、測定終了後速やかに計量証明書等により、管轄地方振興局並びに

水・大気環境課に報告する。 

 

４ 異常値 

測定の結果、次に示す異常値が検出された場合は、その測定地点、異常値の内容とその理

由及び異常値の判断根拠を直ちに水・大気環境課に現場野帳の写しとともに報告し、再調査



等の指示に従う。 

(1) 健康項目 

   各項目の環境基準値の90%の値を超えて検出された場合を異常値とする。 

ただし、全シアン、アルキル水銀及びポリ塩化ビフェニルについては、報告下限値以上

が検出された場合とする。 

(2) 生活環境項目 

pH、DO、BOD、COD、SS、大腸菌数、ノルマルヘキサン抽出物質、全窒素、全燐、全亜

鉛、ノニルフェノール、直鎖アルキルベンゼンスルホン酸及びその塩については、環境基

準値を超過した場合又は通常値を超えた場合を異常値とする。 

なお、通常値の定義は次のとおり。 

・pH：直近３年間の同月の値±１の範囲内 

・全亜鉛、ノニルフェノール、直鎖アルキルベンゼンスルホン酸及びその塩：各項目の

環境基準値の90%の値以下。 

   ・その他の項目：直近３年間の同月の値±50%の範囲内 

(3) (1)及び(2)以外の項目 

  ア 特殊項目及びその他の項目については、直近３年間の変動の範囲を超えた場合を異常 

値とする。 

イ 要監視項目については、各項目の指針値の90%の値（「PFOS」及び「PFOA」について

は暫定目標値の10％の値）を超えて検出された場合を異常値とする。 

(4) 水浴場調査項目 

  ア COD：5mg/Lを超えた場合を異常値とする。 

  イ ふん便性大腸菌群数：400個/100mLを超えた場合を異常値とする。 

  ウ 大腸菌数：環境基準値を超過した場合を異常値とする。 

 

５ その他 

(1) 現場野帳 

  ア 採水に際しては、現場野帳を作成し、記載するとともに、採水実施者を明記する。 

  イ 現場野帳は、水・大気環境課から提出を求められた場合は、提出する。 

(2) 測定野帳 

  ア 測定に際しては、測定日、測定者及び測定結果（生データや計算結果を含む）を記載

した測定野帳を作成する。 

  イ 測定野帳及び測定記録紙は、水・大気環境課から提出を求められた場合は、提出す

る。 

(3) 測定の確認等 

ア 採水時、搬入時、前処理を含む測定時、測定結果入力時及び調査結果の報告書作成時

に、適正に実施されたかを自ら検査し、チェック表に記録する。 

イ チェック表は、水・大気環境課から提出を求められた場合は、提出する。 



(4) 精度管理及び立入調査 

  ア 測定精度の維持のために、環境省主催の環境測定分析統一精度管理調査及び福島県薬

務課主催の外部精度管理調査に参加し、その結果を提出する。 

  イ 仕様書別紙７に定める方法によりクロスチェックを行うため、受託者はその実施に協

力する。 

  ウ 受託者は、委託者が実施する受託者の事業所の立入調査及び採水作業の立会いについ

て協力するものとする。 

(5) 検体の保管 

ア 採水した検体は、調査結果報告書を提出するまでの期間、適正に保管する。 

イ 採水した検体は、水・大気環境課から提出を求められた場合は提出する。 

(6) その他 

その他、本仕様書に定めのない事項については、必要の都度、水・大気環境課と協議し

て定める。 



仕様書　別紙1
　令和７年度公共用水域水質調査業務委託内容（生活環境項目、健康項目、その他の項目）
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1 5-01 田島橋 12 毎月 南会津 委託 委託 12 12 12 12 12 12 2 2 2 1 1 2 2 2 2 2 2 2 94 ２回(5,11月)、１回(6月)
2 5-51 大川橋上流 6 奇数月 会津 委託 委託 6 6 6 6 6 6 2 2 2 1 1 44 ２回(5,11月)、１回(5月)
6 3 7-01 阿賀野川(3) 新郷ダム 12 毎月 会津 委託 委託 12 12 12 12 12 12 2 2 2 1 1 2 2 2 2 2 2 2 2 1 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 135 ２回(5,11月)、１回(6月)
7 13-01 西谷橋 12 毎月 会津 委託 委託 12 12 12  12 12 2 2 2 1 1 2 2 2 2 2 2 2 2 2 86 ２回(5,11月)、１回(6月)
8 13-02 藤橋 12 毎月 会津 委託 委託 12 12 12  12 12 2 2 2 1 1 2 2 2 2 2 2 2 1 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 121 ２回(5,11月)、１回(6月)
9 14-01 青柳橋 12 毎月 南会津 委託 委託 12 12 12  12 12 2 2 2 1 1 2 2 2 2 2 2 2 82 ２回(5,11月)、１回(6月)

10 14-02 黒沢橋 12 毎月 南会津 委託 委託 12 12 12  12 12 2 2 2 1 1 2 2 2 2 2 2 2 1 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 121 ２回(5,11月)、１回(6月)
11 6 49-01 大橋 12 毎月 会津 委託 委託 12 12 12  12 12 2 2 2 1 1  68 ２回(5,11月)、１回(6月)
12 7 50-01 下川原橋 12 毎月 会津 委託 委託 12 12 12  12 12 2 2 2 1 1  2 2 2 2 2 2 1 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 119 ２回(5,11月)、１回(6月)
13 8 51-01 宮川 細工名橋 12 毎月 会津 委託 委託 12 12 12  12 12 2 2 2 1 1  2 2 2 2 2 2 1 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 119 ２回(5,11月)、１回(6月)
14 9 52-01 旧宮川 丈助橋 12 毎月 会津 委託 委託 12 12 12  12 12 2 2 2 1 1 2 2 2 2 2 2 2 1 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 121 ２回(5,11月)、１回(6月)
15 10 53-01 濁川橋 12 毎月 会津 委託 委託 12 12 12   12 12 2 2 4 1 1 70 2回（5,11月）、4回(5,8,11,2月)、１回(6月)

16 11 54-01 山崎橋 12 毎月 会津 委託 委託 12 12 12  12 12 2 2 4 1 1 2 2 2 2 2 2 2 1 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 123 2回（5,11月）、4回(5,8,11,2月)、１回(6月)

19 14 56-01 滝見橋 12 毎月 会津 委託 委託 12 12 12  12 12 2 2 2 1 1 　 68 ２回(5,11月)、１回(6月)
21 15 57-51 阿賀野川合流前 6 奇数月 会津 委託 委託 6 6 6 6 6 6 2 1 1 40 ２回(5,11回)、１回(5月)
22 16 58-01 旧湯川 粟ノ宮橋 12 毎月 会津 委託 委託 12 12 12  12 12 2 2 2 1 1 2 2 2 2 2 2 2 1 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 121 ２回(5,11月)、１回(6月)
23 17 253-01 大塩川 東栄橋 4 5,8,11,2 会津 委託 委託 4 4 4 4 4 2 1 1 24 ２回(5,11回)、１回(5月)
25 19 209-01 高橋川 新橋 4 5,8,11,2 会津 委託 委託 4 4 4 4 4 4 2 2 2 2 2 34 ２回(5,11月)
26 20 210-01 小黒川 梅の橋 4 5,8,11,2 会津 委託 委託 4 4 4 4 4 4 2 2 2 2 2 34 ２回(5,11月)
27 21 211-01 長瀬川 小金橋 6 奇数月 会津 委託 委託 6 6 6 6 6 6 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 60 ２回(5,11月)

28 22 257-01 酸川 酸川野 6 奇数月 会津 委託 委託 6 6 6 6 6 6 2 2 2 2 44 ２回(5,11月)

32 26 256-01 大江川 尾瀬沼流入前の橋 2 6,8 南会津 委託 委託 2 2 2 2 2 2 2 2 2 18 ２回(6,8月)

33 27 1-01 羽太橋 12 毎月 県南 委託 委託 12 12 12 12 12 12 2 2 2 1 1 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 124 ２回(5,11月)、１回(6月)
34 2-51 田町大橋上流400ｍ 6 奇数月 県南 委託 委託 6 6 6 6 6 6 2 2 2 1 1 44 ２回(5,11月)、１回(5月)

35 2-52 川ノ目橋 6 奇数月 県南 委託 委託 6 6 6 6 6 6 2 2 2 1 1 44 ２回(5,11月)、１回(5月)

41 30 36-01 舘ノ腰橋上流 12 毎月 県北 委託 委託 12 12 12 　 12 12 2 2 2 1 1 68 ２回(5,11月)、１回(6月)

42 31 37-51 地蔵川原橋 6 奇数月 県北 委託 委託 6 6 6 　 6 6 　 　 2 1 1 34 ２回(5,11月)、１回(5月)

44 30 36-02 小国川 広瀬川合流前 12 毎月 県北 委託 委託 12 12 12 　 12 12 2 2 2 1 1 68 ２回(5,11月)、１回(6月)
46 33 214-01 東根川 阿武隈川合流前 4 5,8,11,2 県北 委託 委託 4 4 4 4 4 4 2 26 ２回(5,11月)
48 35 243-01 佐久間川 阿武隈川合流前 4 5,8,11,2 県北 委託 委託 4 4 4 4 4 2 1 1 24 ２回(5,11月)、１回(5月)
59 45 220-01 移川 小瀬川橋 4 5,8,11,2 県北 委託 委託 4 4 4 4 4 2 1 1 24 ２回(5,11月)、１回(5月)
62 48 288-01 六角川 阿武隈川合流前 4 5,8,11,2 県北 委託 委託 4 4 4 4 4 2 2 2 1 1 28 ２回(5,11月)、１回(5月)
65 31-52 上関下橋 6 5,8,9,11,1,3 県北 委託 委託 6 6 6 6 6 2 1 1 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 78 ２回(5,11月)、１回（5月）
66 31-01 阿武隈川合流前 12 毎月 県北 委託 委託 12 12 12 12 12 2 2 2 1 1 2 2 2 2 2 2 1 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 119 ２回(5,11月)、１回(6月)
73 57 27-51 大滝根川 船引橋 12 毎月 県中 委託 委託 12 12 12 12 12 12 2 2 2 1 1 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2  118 ２回(5,11月)、１回(6月)
78 60 226-01 滑川 旧4号国道下 4 5,8,11,2 県中 委託 委託 4 4 4 4 4 2 1 1 24 ２回(5,11月)、１回(5月)
79 61 25-01 釈迦堂川 須賀川市水道取水点 12 毎月 県中 委託 委託 12 12 12 12 12 2 2 2 1 1 2 2 2 2 2 2 1 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2  119 ２回(5,11月)、１回(6月)
81 4-51 社川橋 6 奇数月 県南 委託 委託 6 6 6 6 6 2 2 2 1 1 38 ２回(5,11月)、１回(5月)
82 4-01 王子橋 12 毎月 県中 委託 委託 12 12 12 12 12 2 2 2 1 1 2 2 2 2 2 2 1 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2  119 ２回(5,11月)、１回(6月)
83 64 59-01 今出川 猫啼橋 12 毎月 県中 委託 委託 12 12 12 12 12 2 2 2 1 1 2 2 2 2 2 2  1 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 119 ２回(5,11月)、１回(6月)
84 65 60-01 北須川 やなぎ橋 12 毎月 県中 委託 委託 12 12 12 12 12 12 12 12 2 1 1                       100 ２回(5,11月)、１回(6月)
87 68 230-01 堀川 阿武隈川合流前 4 5,8,11,2 県南 委託 委託 4 4 4 4 4 2 1 1 24 ２回(5,11月)、１回(5月)

89 70 22-01 黒川 栃木県境 12 毎月 県南 委託 委託 12 12 12 12 12 2 2 2 1 1 2 2 2 2 2 2 1 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 119 ２回(5,11月)、１回(6月)

90 23-01 松岡橋 12 毎月 県南 委託 委託 12 12 12 12 12 2 2 2 1 1 68 ２回(5,11月)、１回(6月)
91 23-02 高地原橋 12 毎月 県南 委託 委託 12 12 12 12 12 2 2 2 1 1 2 2 2 2 2 2 1 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2  119 ２回(5,11月)、１回(6月)
93 73 233-01 地蔵川 浜畑橋 4 5,8,11,2 相双 委託 委託 4 4 4 4 4 4 2 1 1 28 ２回(5,11月)、１回(5月)
94 74 44-01 小泉橋 12 毎月 相双 委託 委託 12 12 12 12 12 2 2 2 1 1 68 ２回(5,11月)、１回(6月)

95 75 45-01 百間橋 12 毎月 相双 委託 委託 12 12 12 12 12 12 2 2 2 1 1 2 2 2 2 2 2 2 2 1 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 131 ２回(5,11月)、１回(6月)

96 76 15-01 堀坂橋 12 毎月 相双 委託 委託 12 12 12 12 12 2 2 2 1 1 68 ２回(5,11月)、１回(6月)

97 77 16-01 百間橋 12 毎月 相双 委託 委託 12 12 12 12 12 12 2 2 2 1 1  2 2 2 2 2 2 1 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 127 ２回(5,11月)、１回(6月)

98 78 39-01 落合橋 12 毎月 相双 委託 委託 12 12 12 12 12 2 2 2 1 1 68 ２回(5,11月)、１回(6月)

99 79 40-01 真島橋 12 毎月 相双 委託 委託 12 12 12 12 12 12 2 2 2 1 1 2 2 2 2 2 2 1 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 127 ２回(5,11月)、１回(6月)

100 80 8-01 木戸内橋 12 毎月 相双 委託 委託 12 12 12 12 12 2 2 2 1 1 68 ２回(5,11月)、１回(6月)
101 81 9-01 鮭川橋 12 毎月 相双 委託 委託 12 12 12 12 12 12 2 2 2 1 1 2 2 2 2 2 2 1 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 131 ２回(5,11月)、１回(6月)

103 83 46-01 善丁橋 12 毎月 相双 委託 委託 12 12 12 12 12 2 2 2 1 1 68 ２回(5,11月)、１回(6月)

104 84 47-01 ハツカラ橋 12 毎月 相双 委託 委託 12 12 12 12 12 12 2 2 2 1 1 2 2 2 2 2 2 1 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 127 ２回(5,11月)、１回(6月)

105 10-51 室原橋 4 5,8,11,2 相双 委託 委託 4 4 4 4 4 2 22 ２回(5,11月)

106 10-01 請戸橋 12 毎月 相双 委託 委託 12 12 12 12 12 12 2 2 2 1 1 2 2 2 2 2 2 2 1 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 133 ２回(5,11月)、１回(6月)
107 86 11-01 高瀬川 慶応橋 12 毎月 相双 委託 委託 12 12 12 12 12 2 2 2 1 1 2 2 2 2 2 2 1 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 119 ２回(5,11月)、１回(6月)
109 88 236-01 熊川 三熊橋 4 5,8,11,2 相双 委託 委託 4 4 4 4 4 4 24
112 24-51 西山橋 6 偶数月 相双 委託 委託 6 6 6 6 6 2 1 1 34 ２回(6,12月)、１回(6月)
113 24-01 長瀞橋 12 毎月 相双 委託 委託 12 12 12 12 12 2 2 2 1 1 68 ２回(5,11月)、１回(6月)

114 24-02 木戸川橋 12 毎月 相双 委託 委託 12 12 12 12 12 12 2 2 2 1 1 2 2 2 2 2 2 1 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 131 ２回(5,11月)、１回(6月)
115 48-51 広野町水道取水点上流 6 4,5,8,10,12,2 相双 委託 委託 6 6 6 6 6 2 1 1 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 78 ２回(5,12月)、１回(5月)

116 48-01 坊田橋 12 毎月 相双 委託 委託 12 12 12 12 12 12 2 2 2 1 1 2 2 2 2 2 2 1 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 131 ２回(5,11月)、１回(6月)
120 95 17-01 夏井川 北ノ内橋 12 毎月 県中 委託 委託 12 12 12 12 12 2 2 2 1 1 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 0 106 ２回(5,11月)、１回(6月)

河川計 66 620 620 620 214 620 620 0 112 112 134 58 58 2 20 4 0 4 58 48 58 46 54 54 0 23 56 56 56 56 56 56 56 56 56 56 56 56 56 56 56 64 56 56 56 0 6 0 6 4 4 0 0 0 0 5,251

＊ただしチウラム、シマジン、チオベンカルブの２回測定は５，８月

健康項目 その他の項目

計 備考

各種番号 測定地点名等 測定回数等 測定機関 生活環境項目 特殊項目

湯川

阿武隈川
28

広瀬川

50 五百川

4 只見川

5 伊南川

田付川

濁川

真野川

新田川

小高川

85 請戸川

91 木戸川

63 社川

71 久慈川

小泉川

宇多川

92 浅見川

1 阿賀野川(1)
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0.5m 3 南会津 委託 委託 3 3 3 3 3 3 3 3 3 1 1 2 2 2 2 2 2 41
3m 3 南会津 委託 委託 3 3 3 3 3 3 3 3 1 1 2 2 2 2 2 36
6m 3 南会津 委託 委託 3 3 3 3 3 3 3 3 1 1 2 2 2 2 2 36
0.5m 6 南会津 委託 委託 6 6 6 6 6 2 2 2 1 1                   2   2 42
10m 6 南会津 委託 委託 6 6 6 6 　 2 2 2 1 1 2 34
0.5m 6 南会津 委託 委託 6 6  6 6 6 2 2 2 1 1                    2   2 42
10m 6 南会津 委託 委託 6 6 6 6 　 2 2 2 1 1 2 34
0.5m 7 会津 委託 委託 7 7  7 7 7 2 2 2 1 1                    2   2 47
10m 7 会津 委託 委託 7 7 7 7 　 2 2 2 1 1 2 38
0.5m 8 会津 委託 委託 8 8  8 8 8 8 8 2 1 1 2                    2 2 2 2  2 1 73
10m 8 会津 委託 委託 8 8 8 8 　 8 8 2 1 1 2 2 2 2 60
20m 8 会津 委託 委託 8 8  8 8  8 8 2 1 1 2                    2  2 2   60
50m 8 会津 委託 委託 8 8 8 8 　 8 8 2 1 1 2 2 2 2 60

150 501-51 小石ヶ浜水門 0.5m 6 会津 委託 委託 6 6  6 6 6 6 6 2 1 1 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2  2 1 99 ２回(6,10月)、１回（6月）
151 501-52 天神浜 0.5m 6 会津 委託 委託 6 6  6 6 6 6 6 2 1 1                    2 2  2 1 53 ２回(6,10月)、１回（6月）
152 501-53 安積疏水取水口 0.5m 6 会津 委託 委託 6 6  6 6 6 6 6 2 1 1 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2  2 1 99 ２回(6,10月)、１回（6月）

153 501-57 高橋川河口付近 0.5m 8
4,5,6,7,8,9,10,1

1
会津 委託 委託 8 8  8 8 8 8 8 2 1 1                    2 2  2 1 67 ２回(6,10月)、１回（6月）

0.5m 7 会津 委託 委託 7 7  7 7 7 7 7 2 1 1 　                    2  　  2 1 58
10m 7 会津 委託 委託 7 7 7 7 　 7 7 2 1 1 　 2 　  48

158 502-51 湖北部 0.5m 7 会津 委託 委託 7 7  7 7 7 7 7 2 1 1 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 2 　  2 1 58 ２回(6,10月)、１回（6月）
159 502-52 湖南部 0.5m 7 会津 委託 委託 7 7  7 7 7 7 7 2 1 1                    2 　  2 1 58 ２回(6,10月)、１回（6月）
160 503-01 湖心 0.5m 7 会津 委託 委託 7 7  7 7 7 7 7 2 1 1 　                    2  　  2 1 58 ２回(6,10月)、１回（6月）
161 503-51 湖東部 0.5m 7 会津 委託 委託 7 7  7 7 7 7 7 2 1 1 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 2 　  2 1 58 ２回(6,10月)、１回（6月）
162 503-52 湖西部 0.5m 7 会津 委託 委託 7 7  7 7 7 7 7 2 1 1                    2 　  2 1 58 ２回(6,10月)、１回（6月）

0.5m 7 会津 委託 委託 7 7  7 7 7 7 7 2 1 1 　                    2  　  2 1 58
10m 7 会津 委託 委託 7 7 7 7 　 7 7 2 1 1 　 2 　   48

164 504-51 湖東部 0.5m 7 会津 委託 委託 7 7  7 7 7 7 7 2 1 1 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 2 　  2 1 58 ２回(6,10月)、１回（6月）
165 504-52 湖西部 0.5m 7 会津 委託 委託 7 7  7 7 7 7 7 2 1 1                    2 　  2 1 58 ２回(6,10月)、１回（6月）

166 10 505-01 曽原湖 湖心 0.5m 7
5,6,7,8,9,

10,11
会津 委託 委託 7 7  7 7 7 7 7 2 1 1                    2 　  2 1 58 ２回(6,10月)、１回（6月）

167 11 506-01 雄国沼 湖心 0.5m 7
5,6,7,8,9,

10,11
会津 委託 委託 7 7  7 7 7 7 7 2 1 1                    2 　  2 　 57 ２回(6,10月)、１回（6月）

168 12 507-01 毘沙門沼 湖心 0.5m 7
5,6,7,8,9,

10,11
会津 委託 委託 7 7  7 7 7 7 7 2 1 1                    2 　  2 　 57 ２回(6,10月)、１回（6月）

0.5m 9 県中 委託 委託 9 9  9 9 9 2 2 2 1 1                    2   2 57
10m 9 県中 委託 委託 9 9 9 9 　 2 2 2 1 1 2 46
0.5m 9 県中 委託 委託 9 9  9 9 9 9 9 2 1 1                    2   2 71
10m 9 県中 委託 委託 9 9 9 9 　 9 9 2 1 1 2 60

湖沼計 23 35 239 239 9 239 239 158 0 199 199 73 35 35 0 0 8 0 0 4 0 4 0 4 4 0 0 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 10 10 10 4 6 70 0 10 8 8 0 46 0 15 1,945

＊ただしチウラム、シマジン、チオベンカルブの２回測定は５，８月、プランクトンは８月測定
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175 611-01
釣師浜漁港沖約2,000m
付近

　 6 偶数月 相双 委託 委託 6 6  6  6 6 2 2 2                             2  38

176 611-02 真野川沖約2,000m付近 6 偶数月 相双 委託 委託 6 6 6  6 6 2 2 2 1 1 2 40
177 611-03 請戸川沖約2,000m付近 6 偶数月 相双 委託 委託 6 6 6  6 6 2 2 2 2 38

178 611-51
東京電力㈱第一原子力
発電所沖約1,000m付近

6 偶数月 相双 委託 委託 6 6 6  6 6 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 63

179 611-52
東京電力㈱第二原子力
発電所沖約1,000m付近

6 偶数月 相双 委託 委託 6 6 6  6 6 30

180 611-53
JERA㈱広野火力発電所
沖約1,000m

6 偶数月 相双 委託 委託 6 6  6 6 6 30

181 603-01
漁業権区域区１号中央
付近

　 12 相双 委託 委託 12 12  12 12 12 12 12 12 2 　                      　  2  100

182 603-02
漁業権区域区３号中央
付近

　 12 相双 委託 委託 12 12  12 12 12 12 12 12 2 2 2 2 2 2 2 2 2 1 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 　 　 2  　  2  151

183 603-51 浦の出入口付近 　 6 偶数月 相双 委託 委託 6 6  6 6 6 6 6 6 2                     　    50
184 612-01 地蔵川沖約2,500m付近 　 6 相双 委託 委託 6 6  6  6 6 2 2 2 1 1 　                      　  2  40 ２層混合、２回（6,12月）、１回(6月)

0.5m 6 相双 委託 委託 6 6  6  6 6 2 2 2 1 1  　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　 　  　 2  40
10m 6 相双 委託 委託 6 6  6    2 2 2 1 1                     　    26

186 604-01
南相馬市特別都市下水
路沖約1,000m

　 6 偶数月 相双 委託 委託 6 6  6 　 6 6 2 2 2 1 1 　                      　  2  40

187 604-02 新田川沖約1,000m付近 　 6 偶数月 相双 委託 委託 6 6  6 　 6 6 2 2 2 1 1 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　 　  　 2  40

188 604-03 新田川沖約5,000m付近 　 6 偶数月 相双 委託 委託 6 6  6 　 6 6 2 2 2 1 1                     　  2  40

海域計 14 15 102 102 0 102 30 96 96 49 49 25 8 8 1 3 0 0 3 3 3 3 3 3 3 0 2 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 0 0 3 0 0 0 0 0 0 0 21 0 0 766

＊ただしチウラム、シマジン、チオベンカルブの２回測定は５，８月

合計 961 961 629 555 889 874 96 360 360 232 101 101 3 23 12 0 7 65 51 65 49 61 61 0 25 63 63 63 63 63 63 63 63 63 63 63 63 63 63 63 77 66 66 63 6 76 0 16 12 12 0 67 0 15 7,962

生活環境項目 特殊項目 健康項目 その他の項目

計 備考

各種番号 測定地点名等 測定回数等 測定機関

３層
２回（6,10月）、１回（6月）

146 3 510-01
奥只見貯水
池

湖心
5,6,7,8,9,

10
２層
２回（6,10月）、１回（6月）

145 2 512-01 尾瀬沼 湖心 6,8,10

２層
２回（6,10月）、１回（6月）

148 5 511-01 沼沢湖 湖心
5,6,7,8,9,

10,11
２層
２回（6,10月）、１回（6月）

147 4 509-01
田子倉貯水
池

湖心
5,6,7,8,9,

10

４層
２回（6,10月）、１回（6月）

5,6,7,8,9,
10

157
7

502-01

檜原湖
湖心

5,6,7,8,9,
10,11

２層
２回（6,10月）、１回（6月）

149

6

501-01

猪苗代湖

湖心
4,5,6,7,8,9,10,1

1

8 小野川湖
5,6,7,8,9,

10,11

163
9

504-01

秋元湖
湖心

5,6,7,8,9,
10,11

備考

２層、2回(6,10月)、１回(6月)

170 14 508-01 羽鳥湖 湖心
4,5,6,7,8,9,10,1

1,12
２層
２回(6,10月)、１回（6月）

測定機関 生活環境項目 特殊項目 健康項目 その他の項目

計

171 15 514-01
千五沢ダム
貯水池

千五沢ダムサイト
4,5,6,7,8,9,10,1

1,12

4
南相馬市原
町区地先海
域

２層混合、６回（6,12月）、１回(6月)

3
相馬港及び
相馬地先海
域

偶数月
185 612-02

相馬港南防波堤屈曲部
から西約200m付近

1
相双地区地
先海域

２層混合（油分・大腸菌群数・クロ
ロフィルａについては表層を検体と
する。以下同じ。)
２回（6,12月）、1回(6月)

２層混合、1回（県が指定した月）

2 松川浦海域
毎月 ２回(6,12月)、１回(6月)

松川浦ではノリ養殖を行っている。

２回（6,12,月）、１回(6月)

２層
２回(6,10月)、１回（6月）

各種番号 測定地点名等 測定回数等
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S
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2 1 005-51 阿賀野川 大川橋上流 1 1 11 会津 委託 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1

6 3 007-01 阿賀野川 新郷ダム 1 1 11 会津 委託 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 1 4

8 4 013-02 只見川 藤橋 1 1 11 会津 委託 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1

10 5 014-02 伊南川 黒沢橋 1 1 11 南青津 委託 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1

13 8 051-01 宮川 細工名橋 1 1 11 会津 委託 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1

14 9 052-01 旧宮川 丈助橋 1 1 11 会津 委託 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1

16 11 054-01 濁川 山崎橋 1 1 11 会津 委託 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1

22 16 058-01 旧湯川 粟ノ宮橋 1 1 11 会津 委託 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1

34 28 002-51 阿武隈川  田町大橋上流400m 1 1 11 県南 委託 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1

35 28 002-52 阿武隈川 川ノ目橋 1 1 11 県南 委託 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1

59 45 220-01 移川 小瀬川橋 1 1 11 県北 委託 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1

66 50 031-01 五百川 阿武隈川合流前 1 1 11 県北 委託 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1

78 60 226-01 滑　川 旧4号国道下 1 1 11 県中 委託 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1

79 61 025-01 釈迦堂川 須賀川市水道取水点 1 1 11 県中 委託 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 1 4

82 63 004-01 社川 王子橋 1 1 11 県中 委託 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1

91 71 023-02 久慈川 高地原橋 1 1 11 県南 委託 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1

97 77 016-01 宇多川 百聞橋 1 1 11 相双 委託 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1

99 79 040-01 真野川 真島橋 1 1 11 相双 委託 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1

100 80 008-01 新田川 木戸内橋 1 1 11 相双 委託 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1

101 81 009-01 新田川 鮭川橋 1 1 11 相双 委託 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1

104 84 047-02 小高川 ハツカラ橋 1 1 11 相双 委託 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1

106 85 010-01 請戸川 請戸橋 1 1 11 相双 委託 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1

109 88 236-01 熊川 三熊橋 1 1 11 相双 委託 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1

110 89 244-01 富岡川 小浜橋 1 1 11 相双 委託 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1

120 95 017-01 夏井川 北ノ内橋 1 1 11 県中 委託 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1

180 1 611-53 相双地区地先海域 JERA㈱広野火力発電所沖約1,000m 1 1 12 相双 委託 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1

26 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 2 2 26 32

　（２）令和７年度公共用水域水質調査業務委託内容（トリハロメタン生成能）
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・
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・
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採

水
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分

析

機

関

301 12 205-02 押切川 日中ダム 2 2 8,10 会津 委託

79 61 025-01 釈迦堂川 須賀川市水道取水地点 2 2 8,10 県中 委託

304 78 039-51 真野川 真野ダム 2 2 8,10 相双 委託

308 13 513-51 東山ダム貯水池 ダム水出口 2 2 8,10 会津 委託

150 15 501-51 猪苗代湖 小石ヶ浜水門 2 2 8,10 会津 委託

171 15 514-01 千五沢ダム貯水池 千五沢ダムサイト 2 2 8,10 県中 委託

6

　（３）令和７年度公共用水域水質調査業務委託内容（猪苗代湖補足調査）
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501 － 菱沼川河口付近 4 4 4,6,8,10 水・大気
環境課

委託

502 － 小黒川河口付近 4 4 4,6,8,10 水・大気
環境課

委託

503 － 舟津川河口付近 4 4 4,6,8,10 水・大気
環境課

委託

504 － 原川河口付近 4 4 4,6,8,10 水・大気
環境課

委託

4

　（４）令和７年度公共用水域水質調査業務委託内容（底層溶存酸素量実態調査）
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145 2 512-01 尾瀬沼 湖心 3 3 南会津

150 501-51 小石ヶ浜水門 3 3

151 501-52 天神浜 3 3

152 501-53 安積疎水取水口 3 3

153 501-57 高橋川河口付近 4 4

158 502-51 湖北部 3 3

159 502-52 湖南部 3 3

160 503-01 湖心 3 3

161 503-51 湖東部 3 3

162 503-52 湖西部 3 3

164 504-51 湖東部 3 3

165 504-52 湖西部 3 3

166 10 505-01 曽原湖 湖心 3 3

167 11 506-01 雄国沼 湖心 3 3

168 12 507-01 毘沙門沼 湖心 3 3

170 14 508-01 羽鳥湖 湖心 5 5

171 15 514-01 千五沢ダム貯水池 千五沢ダムサイト 5 5

181 603-01 漁業権区域区１号中央付近 6 6

182 603-02 漁業権区域区３号中央付近 6 6

183 603-51 浦の出入り口付近 6 6

20

2 2 2 2 2 会津若松市　R5測定（2年ローリング）

2 2 2 2 2 石川町

2 2 2 2 2

2 2 2 2 2 喜多方市　R5測定（2年ローリング）

　　　測　定　項　目（要　監　視　項　目）

合計

各種番号 測定地点名等 測定回数等 測定機関

各種番号 測定地点名等 測定回数等 測定機関

測定項目（トリハロメタン生成能）

備　　　　　　考
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合

　

計

須賀川市  R5測定（2年ローリング）

飯館村  R5測定（2年ローリング）

会津若松市  R5測定（2年ローリング）

2 2 2 2 2

2 2 2 2 2

合計 12

各種番号 測定地点名等 測定回数等 測定機関 測定項目

備　　　　　　考
ｐH COD T-N T-P 大腸菌群数 合計

6 猪苗代湖

4 4 2 2

4 4 2 2

4 16 調査地点は河口から７５ｍ沖合地点(2は6月、10月）

4 4 2 2 4 16 調査地点は河口から７５ｍ沖合地点(2は6月、10月）

4 16 調査地点は河口から７５ｍ沖合地点(2は6月、10月）

4 4 2 2 4 16 調査地点は河口から７５ｍ沖合地点(2は6月、10月）

各種番号 測定地点名等 測定回数等 測定機関 測定項目

備　　　　考

測

定

月

管

轄

地

方

振

興

局

合計 16 16 8 8

採

水

・

分

析

機

関

底層溶存酸素量（底層DO) 合計

6,8,10 委託 3 3

16 64

水深約8ｍ

6 猪苗代湖

6,8,10 会津 委託 3 3 水深約6ｍ

6,8,10

水深約2ｍ（約2.3m）

4,6,8,10 会津 委託 4 4 水深約1ｍ（約1.3m）

会津 委託 3 3 水深約2ｍ（約1.6m）

6,8,10 会津 委託 3 3

3 水深約11ｍ

6,8,10 会津 委託 3 3 水深約10ｍ
檜原湖

6,8,10 会津 委託 3

3 水深約13ｍ

6,8,10 会津 委託 3 3 水深約14ｍ8 小野川湖

6,8,10 会津 委託 3

6,8,10 会津 委託 3 3 水深約5ｍ

秋元湖
6,8,10 会津 委託 3 3 水深約8ｍ

6,8,10 会津 委託 3 3 水深約8ｍ

6,8,10 会津 委託 3 3 水深約6ｍ

6,8,10 会津 委託 3 3 水深約4ｍ

6,8,10 会津 委託 3 3 水深約5ｍ

4,6,8,10,12 県中 委託 5 5 水深約17ｍ

4,6,8,10,12 県中 委託 5 5 水深約22ｍ

6 水深約2ｍ(約1.6m)

偶数月 相双 委託 6 6 水深約1ｍ（約1.2m）2 松川浦海域

偶数月 相双 委託 6

偶数月 相双 委託 6 6 水深約4ｍ（約4.35m）

74合計



仕様書　別紙３

1  水浴場調査項目・測定方法等

単位 報告下限値
報告下限値未
満の記載方法

有効数字
最大桁数

1 ｐH - - - -

2 COD mg/L 0.5 <0.5 2桁

3 ふん便性大腸菌群数 個/100mL 2 <2 2桁

4 大腸菌数 個/100mL 2 <2 2桁

2  水浴場調査地点・項目一覧表

測定回数

採水機関 分析機関 ｐＨ ＣＯＤ
ふん便
性大腸
菌群数

大腸菌

数※２

猪苗代湖　長浜 会津地方振興局 委託 8 8 8 2

猪苗代湖　天神浜 〃 〃 8 8 8 2

猪苗代湖　志田浜 〃 〃 8 8 8 2

猪苗代湖　上戸浜 〃 〃 8 8 8 2

猪苗代湖　崎川浜 〃 〃 8 8 8

猪苗代湖　中田浜 〃 〃 8 8 8

猪苗代湖　小石ヶ浜 〃 〃 8 8 8

新地町　釣師浜 相双地方振興局 〃 8 8 8

相馬市　原釜尾浜 〃 〃 8 8 8 2

南相馬市　北泉 〃 〃 8 8 8

楢葉町　岩沢 〃 〃 8 8 8

88 88 88 10 274

　

※２　　大腸菌数は、水浴場開設中に１日×2回（午前、午後）の測定とします。

２日×２回（午前、午後）

２日×２回（午前、午後） ２日×２回（午前、午後）

調査項目

昭和46年12月28日環境庁告示第
59号（以下、「告示」という。）に掲

げる方法

告示に掲げる方法

２日×２回（午前、午後）

仕様書別紙６の第１に定める方法

仕様書別紙６の第１に定める方法

測定方法

２日×２回（午前、午後）

２日×２回（午前、午後）

２日×２回（午前、午後）

測定機関

調査地点

海
水
浴
場

２日×２回（午前、午後）

有効数字
最小の位

少数第2位を
四捨五入し、

小数点以下1桁

２日×２回（午前、午後）

表示方法

整数（1の位）

２日×２回（午前、午後）

小数点以下1桁

整数（1の位）

水浴場開設中※１水浴場開設前※１
備考

測定項目

２日×２回（午前、午後）

２日×２回（午前、午後）

※１  測定回数の欄の水浴場開設前は４月から５月の間、水浴場開設中は７月から８月の間で、
   　採水機関が調査日を決定します。(天候不順等の理由により、上記の範囲から外れて調査を行う場合もあります。)

湖
水
浴
場

総　　検　　体　　数

２日×２回（午前、午後）

２日×２回（午前、午後）

２日×２回（午前、午後）

２日×２回（午前、午後）

２日×２回（午前、午後）

２日×２回（午前、午後）

２日×２回（午前、午後）

２日×２回（午前、午後）

２日×２回（午前、午後）

２日×２回（午前、午後）



仕様書別紙４ 

測定方法、報告下限値等 

区
分 

項 目 測 定 方 法 等 

表 示 方 法 

単 位 
報 告 
下限値 

報告下限値 
未 満 の 
記 載 方 法 

有効数字
最大桁数 

有 効 数 字 
最 小 の 位 

一
般
調
査 

天 候 
公共用水域水質測定結果電算入力要
領のコード表（以下「コード表」とい
う。）の天候コードによる 

－ － － － － 

気 温 
日本産業規格（以下「規格」という。）
K0102 7.1に定める方法 

℃ － － － 小数点以下1桁 

水 温 規格 K0102 7.2に定める方法 〃 － － － 〃 

流 量 
水質調査方法（昭和46年9月30日環水
管第30号）の4の(1)のカに掲げる方
法又は規格 K0094 8.4に定める方法 

m3/sec － － － 小数点以下2桁 

採取位置 コード表の採水部位コードによる － － － － － 

干潮･  
満潮時刻 

測定時刻前後の干潮・満潮時刻を潮
位表（海上保安庁）により調べる 

時 分 － － － － 

透視度 
規格 K0102 9に定める方法を準用し、
透視度計は全長1mのものを用いる 

m － － － 小数点以下2桁 

透明度 
海洋観測指針（第1部 気象庁）に掲げ
る方法 

m － － － 小数点以下1桁 

色 相 コード表の色相コードによる － － － － － 

水 色 
フォーレル・ウーレ水色標準液のNo.
による 

－ － － － － 

臭 気 コード表の臭気コードによる － － － － － 

生
活
環
境
項
目 

pH 
昭和46年12月28日環境庁告示第59号
（以下、「告示」という。）に掲げ
る方法 

－ － － － 

小数第2位を 
 四捨五入
し、小数点以

下1桁 

DO 告示に掲げる方法 mg/L 0.5 ＜0.5 2桁 小数点以下1桁 

BOD 〃 〃 〃  〃 〃 〃 

COD 〃 〃 〃  〃 〃 〃 

SS 〃 〃 1 ＜1 〃 
整数 

（1の位） 

大腸菌数※ 〃 
CFU/ 
100mL 

〃   〃 〃 〃 

n-ヘキサン 
抽出物質 

〃 mg/L 0.5 ＜0.5 〃 小数点以下1桁 

全窒素 〃 〃 0.05 ＜0.05 〃 小数点以下2桁 

全りん 〃 〃 0.003 ＜0.003 〃 小数点以下3桁 

全亜鉛 〃 〃 0.001 ＜0.001 〃 〃 

ノニル 
フェノール 

〃 〃 0.00006 ＜0.00006 〃 小数点以下5桁 

LAS 〃 〃 0.0006 ＜0.0006 〃 小数点以下4桁 

特
殊
項 

フェノール類 規格 K0102 28.1に定める方法 〃 0.005 ＜0.005 〃 小数点以下3桁 

銅 
規格 K0102 52.2、52.3、52.4又は

52.5に定める方法 
〃 0.01 ＜0.01 〃 小数点以下2桁 



区
分 

項 目 測 定 方 法 等 

表 示 方 法 

単 位 
報 告 

下限値 

報告下限値

未 満 の 

記 載 方 法 

有効数字

最大桁数 

有 効 数 字 

最 小 の 位 

特
殊
項
目 

溶解性鉄 
規格 K0102 57.2、57.3又

は57.4に定める方法 
〃 0.1 ＜0.1 〃 小数点以下1桁 

溶解性 

マンガン 

規格 K0102 56.2、56.3、
56.4又は56.5に定める 

方法 
mg/L 0.02 ＜0.02 2桁 小数点以下2桁 

全クロム 
規格 K0102 65.1に定める

方法 
〃 0.05 ＜0.05 〃 〃 

健
康
項
目 

カドミウム 告示に掲げる方法 〃 0.0003 ＜0.0003 〃 小数点以下4桁 

全シアン 〃 〃 0.1 ＜0.1 〃 小数点以下1桁 

鉛 〃 〃 0.005 ＜0.005 〃 小数点以下3桁 

六価クロム 〃 〃 0.01 ＜0.01 〃 小数点以下2桁 

ひ素 〃 〃 0.005 ＜0.005 〃 小数点以下3桁 

総水銀 〃 〃 0.0005 ＜0.0005 〃 小数点以下4桁 

アルキル水銀 〃 〃 0.0005 ＜0.0005 〃 〃 

PCB 〃 〃 0.0005 ＜0.0005 〃 〃 

ジクロロメタン 〃 〃 0.002 ＜0.002 〃 小数点以下3桁 

四塩化炭素 〃 〃 0.0002 ＜0.0002 〃 小数点以下4桁 

1,2-ジクロロエタン 〃 〃 0.0004 ＜0.0004 〃 〃 

1,1- 
ジクロロエチレン 〃 〃 0.002 ＜0.002 〃 小数点以下3桁 

ｼｽ-1,2- 
ジクロロエチレン 〃 〃 0.002 ＜0.002 〃 〃 

1,1,1- 
トリクロロエタン 

〃 〃 0.0005 ＜0.0005 〃 小数点以下4桁 

1,1,2- 
トリクロロエタン 

〃 〃 0.0006 ＜0.0006 〃 〃 

トリクロロエチレ
ン 

〃 〃 0.001 ＜0.001 〃 小数点以下3桁 

テトラクロロエチレ
ン 

〃 〃 0.0005 ＜0.0005 〃 小数点以下4桁 

1,3-ジクロロプロペ
ン 

〃 〃 0.0002 ＜0.0002 〃 〃 

チウラム 〃 〃 0.0006 ＜0.0006 〃 〃 

シマジン 〃 〃 0.0003 ＜0.0003 〃 〃 

チオベンカルブ 〃 〃 0.002 ＜0.002 〃 小数点以下3桁 

ベンゼン 〃 〃 0.001 ＜0.001 〃 〃 

セレン 〃 〃 0.002 ＜0.002 〃 〃 

硝酸性窒素及び 
亜硝酸性窒素 

下記の測定方法により測
定した硝酸イオン濃度に
換算係数0.2259を乗じた
ものと、同様に測定した亜
硝酸イオンの濃度に換算
係数0.3045を乗じたもの
の和とする。（注１） 

〃 0.2 ＜0.2 〃 小数点以下1桁 

 
硝酸性窒素 告示に掲げる方法 〃 0.1 ＜0.1 〃 〃 

亜硝酸性窒素 〃 〃 0.1 ＜0.1 〃 〃 



区

分 
項 目 測 定 方 法 等 

表 示 方 法 

単 位 
報 告 

下限値 

報告下限値

未 満 の 

記 載 方 法 

有効数字

最大桁数 

有 効 数 字 

最 小 の 位 

健

康

項

目 

ふっ素 告示に掲げる方法 〃 0.08 ＜0.08 〃 小数点以下2桁 

ほう素 〃 mg/L 0.02 ＜0.02 2桁 小数点以下2桁 

1,4-ジオキサン 〃 〃 0.005 ＜0.005 〃 小数点以下3桁 

そ

の

他

の

項

目 

アンモニア性窒素 

規格 K0102 42に定める方法

により測定されたアンモニウ

ムイオンの濃度に換算係数

0.7766を乗じたもの 

〃 0.1 ＜0.1 3桁 小数点以下1桁 

オルトりん酸態 

りん 

規格 K0102 46.1.1に定める

方法 
〃 0.003 ＜0.003 〃 小数点以下3桁 

塩化物イオン 規格 K0102 35に定める方法 〃  2 ＜2 〃 整数（1の位） 

硫酸イオン 規格 K0102 41に定める方法 〃  5 ＜5 〃 〃 

アルミニウム及び

その化合物 

規格 K0102 58.3又は58.4に

定める方法 
〃 0.01 ＜0.01 2桁 小数点以下2桁 

陰イオン 

界面活性剤 

規格 K0102 30.1に定める方

法 
〃 0.01 ＜0.01 3桁 〃 

クロロフィルa 上水試験方法25に定める方法 μg/L 1.0 ＜1.0 2桁 小数点以下1桁 

電気伝導率 規格 K0102 13に定める方法 mS/m  1 ＜1 － 整数（1の位） 

プランクトン 
海洋観測指針（第1部 気象

庁）に掲げる方法 
－ － － － － 

ト
リ
ハ
ロ
メ
タ
ン
生
成
能 

トリハロメタン 

生成能 

平成6年7月14日環水管第149

号･環水規第163号通知 
mg/L 0.004 ＜0.004 2桁 小数点以下3桁 

 

クロロホルム 

生成能 
〃 〃 0.001 ＜0.001 〃 〃 

ブロモジクロロメタン

生成能 
〃 〃 0.001 ＜0.001 〃 〃 

ジブロモクロロメタン

生成能 
〃 〃 0.001 ＜0.001 〃 〃 

ブロモホルム 

生成能 
〃 〃 0.001 ＜0.001 〃 〃 

要

監

視

項

目 

クロロホルム 
平成15年11月5日 

環水企発031105001号・ 

環水管発031105001号 
〃 0.0006 ＜0.0006 〃 小数点以下4桁 

ﾄﾗﾝｽ-1,2- 

ジクロロエチレン 

平成5年4月28日環水規第121

号（最終改正：平成11年3月 

12日環水管69号） 

〃 0.002 ＜0.002 〃 小数点以下3桁 

1,2-ジクロロプロパン 〃 〃 0.006 ＜0.006 〃 〃 

ｐ-ジクロロベンゼン 〃 〃 0.02 ＜0.02 〃 小数点以下2桁 

イソキサチオン 〃 〃 0.0008 ＜0.0008 〃 小数点以下4桁 

ダイアジノン 〃 〃 0.0005 ＜0.0005 〃 〃 

フェニトロチオン 〃 〃 0.0003 ＜0.0003 〃 〃 

イソプロチオラン 〃 〃 0.004 ＜0.004 〃 小数点以下3桁 



（注１）２物質以上の濃度の和とされている項目については、まず、それぞれの物質の測定値の合計値を求

めた後に、有効数字の桁数処理（注２参照）を行う。ただし、それぞれの物質の測定値のいずれかが

報告下限値未満の場合は、その報告下限値未満に代えて報告下限値の数値を測定値として扱う。 

（注２）pH以外の項目については、有効数字が２桁（３桁）の場合は３桁（４桁）目以下を切り捨てる。 

報告下限値の桁を下回る桁については切り捨てる。 

(※) 大腸菌数は令和3年10月7日改正告示により令和4年4月1日より従来の大腸菌群数に替わって生活環境

項目環境基準とされた。

区

分 
項 目 測 定 方 法 等 

表 示 方 法 

単 位 
報 告 

下限値 

報告下限値未

満 の 

記 載 方 法 

有効

数字

最大

桁数 

有 効 数 字 

最 小 の 位 

要

監

視

項

目 

オキシン銅 
平成5年4月28日環水規第121号（最終

改正:平成11年3月12日環水管69号） mg/L 0.004 ＜0.004 2桁 小数点以下3桁 

クロロタロニル 〃 〃 0.004 ＜0.004 〃 〃 

プロピザミド 〃 〃 0.0008 ＜0.0008 〃 小数点以下4桁 

ＥＰＮ 〃 〃 0.0006 ＜0.0006 〃 〃 

ジクロルボス 〃 〃 0.001 ＜0.001 〃 小数点以下3桁 

フェノブカルブ 〃 〃 0.002 ＜0.002 〃 〃 

イプロベンホス 〃 〃 0.0008 ＜0.0008 〃 小数点以下4桁 

クロルニトロフェン 〃 〃 0.0001 ＜0.0001 〃 〃 

トルエン 〃 〃 0.06 ＜0.06 〃 小数点以下2桁 

キシレン 〃 〃 0.04 ＜0.04 〃 〃 

フタル酸 

ジエチルヘキシル 
〃 〃 0.006 ＜0.006 〃 小数点以下3桁 

ニッケル 〃 〃 0.001 ＜0.001 〃 〃 

モリブデン 〃 〃 0.007 ＜0.007 〃 〃 

アンチモン 
平成16年3月31日 

環水企発040331003号・ 

環水土発040331005号 
〃 0.0002 ＜0.0002 〃 小数点以下4桁 

フェノール 
平成15年11月5日 

環水企発031105001号・ 

環水管発031105001号 
〃 0.001 ＜0.001 〃 小数点以下3桁 

ホルムアルデヒド 〃 〃 0.003 ＜0.003 〃 〃 

塩化ビニルモノマー 
平成16年3月31日 

環水企発040331003号・ 

環水土発040331005号 
〃 0.0002 ＜0.0002 〃 小数点以下4桁 

エピクロロヒドリン 〃 〃 0.00004 ＜0.00004 〃 小数点以下5桁 

全マンガン 〃 〃 0.02 ＜0.02 〃 小数点以下2桁 

ウラン 〃 〃 0.0002 ＜0.0002 〃 小数点以下4桁 

4-t- 

オクチルフェノール 
平成25年3月27日 

環水大水発第1303272号 〃 0.00003 ＜0.00003 〃 小数点以下5桁 

アニリン 〃 〃 0.002 ＜0.002 〃 小数点以下3桁 

2,4- 

ジクロロフェノール 
〃 〃 0.0003 ＜0.0003 〃 小数点以下4桁 

PFOS及びPFOA 

令和2年5月28日環水大水発第2005281

号・環水大土発第2005282号により

PFOS及びPFOAのそれぞれの濃度を求

め、これらの濃度の和をPFOS及びPFOA

の濃度とする 

〃 0.0000003 ＜0.0000003 〃 小数点以下7桁 
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依頼者名 ○○地方振興局長 ○○地方振興局長 ○○地方振興局長 環境基準値等

検体番号
河川・湖沼・海域名
採水地点
環境基準類型
採水日
採水時間
天候
臭気
色相
気温
水温
流量　　　　　　　　　　　　　　 m

3
/sec

採取水深
全水深
透明度・透視度　　　　　　　                                          　　 m
水素イオン濃度（pH）
溶存酸素量（DO） mg/L
生物化学的酸素要求量（BOD）         mg/L
化学的酸素要求量（COD） mg/L
浮遊物質量（SS）                               mg/L
大腸菌数                                              CFU/100ml
n-ヘキサン抽出物質 mg/L
底層溶存酸素量（底層DO） mg/L ※
全窒素                                               mg/L
全燐                                                    mg/L
全亜鉛 mg/L
ノニルフェノール mg/L
LAS mg/L
フェノール類 mg/L
銅 mg/L
溶解性鉄 mg/L
溶解性マンガン mg/L
全クロム mg/L
カドミウム mg/L 0.003
全シアン mg/L 検出されないこと

鉛 mg/L 0.01
六価クロム mg/L 0.05
砒素 mg/L 0.01
総水銀 mg/L 0.0005
アルキル水銀 mg/L 検出されないこと

ポリ塩化ビフェニル mg/L 検出されないこと

ジクロロメタン mg/L 0.02
四塩化炭素 mg/L 0.002
1,2-ジクロロエタン mg/L 0.004
1,1-ジクロロエチレン mg/L 0.1
シス-1,2-ジクロロエチレン mg/L 0.04
1,1,1-トリクロロエタン mg/L 1
1,1,2-トリクロロエタン mg/L 0.006
トリクロロエチレン mg/L 0.01
テトラクロロエチレン mg/L 0.01
1,3-ジクロロプロペン mg/L 0.002
チウラム mg/L 0.006
シマジン mg/L 0.003
チオベンカルブ mg/L 0.02
ベンゼン mg/L 0.01
セレン mg/L 0.01
硝酸性窒素 mg/L
亜硝酸性窒素 mg/L
硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 mg/L 10
ふっ素 mg/L 0.8
ほう素 mg/L 1
1,4-ジオキサン mg/L 0.05
アンモニア性窒素 mg/L
オルト燐酸態燐 mg/L
ＥＰＮ mg/L 0.006
塩化物イオン mg/L
硫酸イオン mg/L
アルミニウム及びその化合物 mg/L
ＭＢＡＳ mg/L
クロロフィルa ug/L
電気伝導率 mS/m
プランクトン
ＤＯ飽和率 %
前日天候
流況
干潮時刻①
干潮時刻②
満潮時刻①
満潮時刻②
水位
※類型指定されていないため、環境基準値はないが、今後指定される可能性がある。



依頼者名 ○○地方振興局長 ○○地方振興局長 ○○地方振興局長 環境基準値等

検体番号
河川・湖沼・海域・地下水
採水地点
採水日
採水時間
天候
臭気
色相
気温
水温
流量　　　　　　　　　　　　　　 m

3
/Sec

採取水深
全水深
透明度・透視度　　　　　　　　                                          　　 m
クロロホルム（※1） mg/L 0.06/ 
トランス-1,2-ジクロロエチレン mg/L 0.04
1,2-ジクロロプロパン mg/L 0.06
p-ジクロロベンゼン mg/L 0.2
イソキサチオン mg/L 0.008
ダイアジノン mg/L 0.005
フェニトロチオン（MEP) mg/L 0.003
イソプロチオラン mg/L 0.04
オキシン銅 mg/L 0.04
クロロタロニル(TPN) mg/L 0.05
プロピザミド mg/L 0.008
ＥＰＮ mg/L 0.006
ジクロルボス(DDVP) mg/L 0.008
フェノブカルブ(BPMC) mg/L 0.03
イプロベンホス(IBP) mg/L 0.008
クロルニトロフェン(CNP) mg/L
トルエン mg/L 0.6
キシレン mg/L 0.4
フタル酸ジエチルヘキシル mg/L 0.06
ニッケル mg/L
モリブデン mg/L 0.07
アンチモン mg/L 0.02
フェノール mg/L
ホルムアルデヒド mg/L
塩化ビニルモノマー mg/L 0.002
エピクロロヒドリン mg/L 0.0004
全マンガン mg/L 0.2
ウラン mg/L 0.002
4-t-オクチルフェノール mg/L
アニリン mg/L
2,4-ジクロロフェノール mg/L
PFOS及びPFOA（※2） mg/L 0.00005（※3）
総トリハロメタン生成能 mg/L
クロロホルム生成能 mg/L
ブロモジクロロメタン生成能 mg/L
ジブロモクロロメタン生成能 mg/L
ブロモホルム生成能 mg/L
前日天候
流況
※1　クロロホルムには、人の健康の保護に関する指針値(左)及び水生生物の保全に係る指針値(右)が設定されている。
※2　PFOSはペルフルオロオクタンスルホン酸、PFOAはペルフルオロオクタン酸の略。
※3　PFOA及びPFOAの指針値（暫定）については、PFOS及びPFOAの合計値とする。



 

付表１．ふん便性大腸菌群数の測定方法 

 

第 1  メンブランフィルター法（M-FC 法） 

 

1. 器具 

(1) メンブランフィルターろ過装置 

ファンネル及びフィルターホルダーは、オートクレーブで滅菌する。 

ただし、滅菌効果をあらかじめ確認した条件下で UV 照射による滅菌を行ってもよい。 

(2) メンブランフィルター 

直径 47mm の円形、孔径 0.45μm のもので、滅菌済みのものを使用する。 

(3) ペトリ皿 

ふたと身が密着できて滅菌済みのものを使用すること。 

(4) 恒温装置（恒温水槽） 

44.5℃±0.2℃に調節できるもの。 

(5) 拡大鏡 

2 倍程度の拡大倍率をもつもの。 

備考：恒温装置は(4)と同程度の温度調節が可能であれば、恒温水槽でなくてもよい。 

 

2. 培地等 

(1) M-FC 寒天培地 

① 組成 

特殊混合ペプトン（注 1）    10.0g 

獣肉－パパイン消化ペプトン（注 2）  5.0g 

酵母エキス      3.0g 

塩化ナトリウム     5.0g 

乳糖       12.5g 

胆汁酸塩（注 3）     1.5g 

アニリンブルー     0.1g 

寒天       15ｇ 

蒸留水      1,000mL 
（注 1） トリプトース又はピオセートに相当する混合ペプトン 

（注 2） プロテオーゼペプトン No.3 又はそれに相当するペプトン 

（注 3） 特異的に阻止能力を有するように調整され規格化されたもの 

（胆汁酸塩 No.3 又は胆汁酸塩混合物） 

 

② 調製 

(a) 培地は加熱して寒天を完全に溶解した後、直ちに 60℃前後に冷却する。 

（30 分以上の加熱及びオートクレーブによる滅菌は避ける。） 

(b) 最終の pH は 7.3～7.5 であること。 

(c) 培地の保存は2～10℃で行うが、調製後96時間以上経過したものは用いないこと。 

備考：培地は、乾燥培地又は寒天を含まない市販培地に寒天を加えたものを用い

てもよい。 

 

(2) 平板調製 

M-FC 寒天培地を厚さが約 5mm になるようにペトリ皿中に分注して寒天を凝固させる。 
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(3) 滅菌ペプトン液 

① カゼイン製ペプトン 1g を水 1,000mL に加えて溶かす。（注 4、注 5） 

② オートクレーブ（約 120℃、20 分間）で滅菌する。 
（注 4） 沈澱物が生じている場合はろ紙を用いてろ過しておく。 

（注 5） 最終的に pH が中性付近になるように調整する。 

 

3. 試験操作 

(1) ろ過 

① フィルターホルダーを吸引びんに取り付けたのち、滅菌済みピンセットを用いて（注 6）メ

ンブランフィルターをフィルターホルダー上に置き、ファンネルをつけて固定する。 

② 試料の適量（注 7）を滅菌試験管 50mL にとり、滅菌ペプトン液を加えて約 50mL（注 8） 

としたのちファンネル内に注いで吸引ろ過する。（注 9） 

③ ろ過したのち滅菌ペプトン液（1 回に約 30mL）を用いてファンネルの内壁を 2～3 回洗

浄、吸引ろ過する。（注 10） 
（注 6） ピンセットで強くはさむとフィルターが破れることがある。 

（注 7） 培養後に適当なコロニー数の平板が得られるよう試料を数段階希釈でとる。 

（注 8） 試料を 50mL とした場合は希釈する必要はない。 

（注 9） 試料が濁っている場合は、プレフィルターでろ過しておく。 

（注 10） ろ過洗浄後のフィルター上に洗浄水が残ると培地上に流れて失敗することがある。 

 

(2) 培養 

① 試料をろ過したメンブランフィルターをＭ－ＦＣ寒天平板上に気泡ができないように密

着させる。（注 11） 

② ペトリ皿はふたを閉め、さらに二重の密封用の袋に入れて密封する。（注 12） 

③ 44.5℃±0.2℃に調節した恒温水槽にペトリ皿を倒置した状態で沈め、24±1 時間培養

する。 
（注 11） フィルターを培地に密着させる際、気泡が生じてフィルターと培地が完全に密着しないことがあ

る。 

（注 12） 恒温水槽中でペトリ皿が浮上することがないよう密封用の袋の空気をできるだけ追い出してか

ら密封すること。 

 

4. 菌数の計算 

培養後、拡大鏡を用いてメンブランフィルター上に発生した青色で光沢をもったコロニーを

数え（注 13）、次式から菌数を算出する。 

）量（：ろ過に用いた試料の

ニー数：フィルター上のコロ

数中のふん便性大腸菌群：試料

mL

mL100

100

V
m
a

V
ma

 

 

なお、フィルター上のコロニー数は 10～30 個になるよう希釈調整することが最も望まし

い。フィルター上のコロニー数が、多すぎると計数が困難であるばかりでなく、コロニー色調

が不明確となりやすい。 
（注 13） コロニーの色調は太陽光と電球光で異なることがあるので一定条件下で観察すること。 

 

 

 

  



仕様書 別紙７ 

令和７年度クロスチェック実施要領 

 

１ 公共用水域の水質測定におけるクロスチェック 

（１）目的 

  令和７年度公共用水域の水質測定について、データの信頼性を確保することを目的

とする。 

（２）実施方法 

  令和７年度公共用水域水質調査業務委託仕様書第５項（４）に基づく分析精度の確

認については、同一検体を県の分析機関及び公共用水域水質調査委託業者（以下「委

託業者」という。）の２分析機関で測定・評価するクロスチェック方式により実施す

るものとする。 

（３）実施機関 

委託業者、環境創造センター及び水・大気環境課 

（４）測定回数及び測定項目 

・ 測定回数：１地点（年３回） 

  ・ 測定項目：ｐＨ、ＤＯ、ＣＯＤ、大腸菌数、Ｔ－Ｎ、Ｔ－Ｐ 

※ 調査日については、別途環境創造センターと調整し定める。 

（５）分析方法 

仕様書別紙５のとおり 

（６）試料採取等 

採水容器は委託業者が用意し、試料採取も委託業者が実施する。 

環境創造センター職員が試料採取に立会い、試料を搬入する。 

※ DO の固定については、環境創造センター職員が実施する。 

（７）測定結果の報告  

  委託業者は、クロスチェックを行う測定項目の測定結果について、速やかに環境創

造センターへ報告する。 

環境創造センターは、クロスチェックを行う測定項目の測定結果について、自己の

測定値と委託業者の測定値を比較し、水・大気環境課へ報告する。  

（８）評価基準に合致しなかった場合の措置  

２機関の測定値が評価基準に合致しない項目があった場合、水・大気環境課は、委

託業者に対してその測定結果となった経緯等の調査を求めるとともに、その要因を調

査・検討し、必要に応じて委託契約上の措置を実施するものとする。 



２ 水浴場水質調査におけるクロスチェック  

（１）目的 

  令和７年度水浴場水質調査について、データの信頼性を確保することを目的とす

る。 

（２）実施機関 

  水浴場水質調査事業受託業者（以下、「受託者」という。）、会津地方振興局

及び相双地方振興局（採水）、環境創造センター及び水・大気環境課 

（３）測定回数 

  ２地点（年２回） 

（４）測定項目 

  ＣＯＤ 

（５）分析方法 

  仕様書別紙４のとおり。 

（６）試料採取等 

採水容器は委託業者が用意し、試料採取は管轄する地方振興局が実施し、委託業者

へ試料を受け渡す。 

（７）測定結果の報告 

  受託者は、当クロスチェックの分析項目の測定結果について、速やかに環境創

造センターへ報告する。 

  環境創造センターは、自己の測定値と合わせて調査結果を比較し、水・大気環

境課へ報告するものとする。 

（８）目標範囲に入らなかった場合 

  両機関の分析結果が、事前に設定した目標範囲に入らなかった場合、水・大気

環境課が受託者、環境創造センター双方に分析方法やサンプル量、試薬、分析時

の状況等分析の詳細を調べ、２機関の分析結果に開きが生じた原因を追及する。 

  必要があれば、再度２機関による分析を行い、改善すべきことがあれば改善す

る。 

  また、水・大気環境課は、再検査が必要と判断した場合、速やかに実施機関に

通知するものとする。 
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